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◇　は　じ　め　に　◇
刑
　･日本の剣道は，日本に起り３千年の長い伝統のもとｋﾆ，日本民族の血汐が詠々と流れ連綿として
つづきながら，今なお現代においても厳然と生きている．さわれ，剣道か武道であってスポーツで
はないと論じ，否スポーツであると強く反論しながらも，学校体育の中の必修教材として課せられ
ている現在，近代スポーツとしての性格に成長発展して来ているこ’とにおいては，敢えて武道であ
ると主張しても，逆効果をまねくが落ちであろう．武道そのものが，日本人の精神的支柱となっ
て.大きな役割を果して来たことと，なお果しつづけるがろうと考えることには，誤りではなさそ
うである．
　さて，剣道と呼ばれる限りにおいては，その内容は形式的な運動競技とは異っている．昭和24年
頃，剣道の変形である「しない競技」が発足した．この競技は文字通り「しない」を持って，打突
動作による得点を争う競技であって，その名称がその内容を表現したもので適切なものといえる
が，昭和28年に至って剣道も同じ内容に改変したので学校にしない競技と同様に課するようにした
と文部省では説明しているか，それならば敢えて名称を剣道とする必要はないではないか，竹刀の
構造が異っているだきのことである．そこに説明を加えず剣道の名称をそのままに残したところに
深い意味が含まれていると考えられる．
　即ち剣道の呼称には，永い日本の特技であり，それに対する深い愛情が深.く秘められているとい
うことを示すと同時に道義的意義を日本人なら強く要求していることを残さうとする意図が感じら
れる．
　道とは剣そのものではない．武そのものが道ではない．吾人の常識で推理して行く術はいづれ行
詰まる．人間道義の世界は無限である．技術の行詰まりを踏み越えて常識外に出るところに仏教で
いう摩詞般若とかいう大智識が沸いてきて急行自在になるという．この境地に立つとき相手に勝つ
ことも自由であり仁義道徳が体得出来るといわれるが，筆者は剣を手にして40年を過ぎるも，ま.だ
まだその境地には遠くて達しそうにもない．古人には，精励の極地をきわめたもの数多い．近時学
校剣道か急速に発展を見つつあるか，その多くは技術の末に走って勝敗に専念し，いたづらにスポ
ーツ剣道に堕しつつあるのは残念に思う．技術の研究を通して人間形成の彼岸へ努力を惜しんでは
ならない．
　　　　　．　　　　　　　◇剣道と流派の起り◇
　日本の剣道は刀の発生とともにあったと論ずるものかおるが，それは剣道というよりはむしろ刀
の使用法であろう．大力無双の男が四・五尺もある大太刀をやたらに振り廻すならそれでこと足り
たのであるが，室町時代の争乱の世となると，一般庶民はそうした大力無双の大太刀に無残に殺さ
れるので，自己防衛のために如何すれば;その強者に勝つことか出来るかと術理を研究し考案され
たのが室町中興の剣道として誕生したのである．
　日本の剣道は室町時代から起ったといえる．即ち実際剣道が形式化し，合理化し，理論化し，術
としてまとまり遂に中条流，神道流，鹿島流の三流が世に出たのである．しかしこれらの流儀はま
だ幼稚なものといはれ，極意についても深渕なものとは思えない．飯篠長威斎の鹿島流では「一心
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万法，向上の一路に至る無礎自在の境地に入るべし」といい，その奥眼を説いているのは，さすが
に流祖としての研究がうかがわれる．しかしその具体的なものは示さず，ただ練習あるのみといっ
ている．
　この簡単なる表現が，あるいは極意ズバリであり，最終的なものかも知れない．室町中期におい
て総べてが理論づけられていたかも知れないが，爾来数百年この道を探究し解明せんものと，各流
派が発生し，剣道の根源と精神について発展を遂げるに至ったものと解する方が妥当であろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　◇　流　儀　と　極　意　◇
Ｉ｀日本剣道史上幾多の名人達人が輩出している中で，特に次の５人は最も優ぐれた剣聖といえる人
であろう．針ヶ谷夕雲（無住心剣流），金子夢幻（法心流），山内甚五兵衛門（平常無敵流），小出
切一雲（空鈍流），寺田宗有（天真一刀流の五流祖である．これら流名は今日広く一般のものには
知られている程有名ではないが哲理を究め，自己修業に励んだ業績は大きい．これら五剣聖の一
人,寺田宗有の悟道を探ねて見よう．寺田は寛永12年，天莫一刀流を考案し次のように述べている.
　　「兵法は専ら人に勝つべきことを成すわざだが，本当は勝たんと思って修業するものではない．
事に臨んで，生死を明らかにすることである．
　心に邪なく，惑なく，心気か平らかであれば自在に変に応ずることが出来る．胸陛にわづかの物
あれば，形が生ずる．敵が生ずれば，争が起きる，心の霊明が失われる，一刀流の本旨はこの霊明
を失わぬ真空阿字の一刀にあるといい，心の霊明を失わぬ境地に到達することをもって極意としで
いる．
　そもそも一刀流はすでに室町時代の末期に，伊藤一刀斎が創始したもので「理」と「業」との結
’合を考え，相手に必ず勝つことを目標とした．
　それがために「一剣一理」と称して，これを中核と考え，一心不変の極に至るべしといひ，一刀
流の名称を起すに至った．一刀流では，「威」「移」「写」という教かおる．威とは不転の位にして，
静かにして勢を含むと教え，移とは，棒心の位と称して，過不足なく，左右に転じて守ること，写
とは残心の位で，付いては離れ，無念にして，敵の想を写しとる意味である．一名これを水月の位
ともいう．
　更に具体的には，一を以って一に対するは相打ちとなるか又は敗れるかであるといい，それで一
つ薯以って二に応ずるときは必ず勝つものであるという．即ち，相手の攻撃を受け止めて打った
り，外づしたりして斬るのは一に対してーであるので駄目．連続的攻撃か，必勝の鍵であるという
のである．以上のことから一刀流の極意と称するものは，「一心不変」ついては離れ，無念の境地
において，相手の考をすべて我が心に写しとる水月の位に達することであると解される．
　永.禄年間に，松永主水が，中条流から分派して二階堂流を創始した．これによると「平法」と呼
ぶ極意かある．平法とは，「平」の字の構成の中に意義を見つけて，これを構成の要素に分析して，
一文字，八文字，十文字を組合せて，「平」の字が出来ている．その「一」は心のーで二に使い分
けせず，「八」は彼我を同等とし敬愛の情を表はし，十は，正しく交わることを現わす．そこには
争いはなく，平和な社会が作りなされる．相手と相和することが出来れば，剣道の極意を得たもの
といえる．剣道修業の最終の理想をかかげて極意と解することが出来る．
　現代人によく知られている流派に二天一流がある，戦国時代の末明の代表剣客である宮本武蔵の
創始になる流義である．彼は三十才にして過去の己の技能を自称して，次のように述べている．自
分が六十余の試合に一度も敗れたことのないのは兵法至極に達していたからでなく，おのづから道
の器用さがあって天理をはなれなかったのか，または相手か兵法不足によるかであって，この道の
奥地に到達していたからではない．
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　畳のヘリを歩き渡るは易い，更に六尺高き処に三尺の巾の板橋を渡ることも，し易いであろう．
が，しかし天守増位山の高さともなると間隔１里の３尺巾の板橋を渡るとなれば至難となるであろ
う．それは過失より来る恐れ臆する心が起るからである．始めは易く，中は危く，それを過ぐれば
又危げなし．始中終の本心を確しかに静めるときは何の危惧もなし故に精気を練って，畳のヘリを
よく踏覚えれば，１里の高さも百丈も怖れることはない．と述べている．要するに剣の道すべて
「心」のおきところが最後の問題であるということを教えたものと思われる．
　武蔵の長い剣道生活のうちから体得した真髄を吐露したものは，いわゆる名著五輪の書かおる．
五輪の書には，所作，工夫，吟味，自得の段階に分けて述べられてあるが，自得の最終段階に達し
得てはじめて剣道の極意を体得したものという．自得それは「平常心」になりきる境地を悟り得た
とき許される．
　　　　　　　　　　　　　　　◇　柳　生　流　の　極　意　◇
　柳生流は柳生但馬守宗矩が新陰流から分派して考案された有名な流である．これは徳川将軍のお
家芸だきあって天下の兵法の称かおる.したがってその内容も充実している．技術上の極を三学，
九箇必勝，天狗抄，猿飛の四つと，小大力の使法，丸橋を指す．
　三学には一刀両断;斬釘載鉄，半開半向，右旋左転，長短一味の五太刀から成り，手と足と太刀
の働きを専らとし，敵の懸るを待って勝つこと．後の勝ちである．九個必勝は敵が待っているとこ
ろを仕掛けて，変化に従って勝つ先の勝ち．天狗抄とは，相手が待っているのに，こちらから仕か
けて，表襄を以て破ること,.先々の勝ちである．猿飛は八つの太刀から成り，急激な変化によって
勝ち占めるとある．
　丸橋というのは，丸木橋を渡るが如く，中心の位を失わず，敵の太刀先三寸へ小太刀をつけ鍔を
楯として，仕かけるままに応じ，相手の二星（小手）を打って勝つ．初一念を無邪の位にあらしむ
るだという.
，すべて剣術は，懸，待，表裏の変化の三術の外には出ない．なおこの三つも，つまり心機の働き
であって，迎棒心といって太刀をつけて相手の位を奪う．空理の域に至らねば上手とはいえないと
いう．またその迎棒心も，なお名人の眼より見れば，位とか場とかに執着する．つまりことごとく
を拠擲して，「西江水」といって，広大無辺の西海が，浪を打つにもあらず，返すにもあらず，た
だただ本末も分たざる空漠たる境地に心を遊ばせて，無擬自在を得るのでなければ，真の極意に達
したといえないという，これがいわゆる心法で沢庵禅師の教海である不動智の意味を剣道の奥儀に
取り入れたものである．
　要するに技術の要諦に精通するものは「心」である．「心」の表現か技術の妙技として表現され
る色々の技術の型，即ち型の極意は心要に絶対基礎をおかねばならぬという．柳生流の極意それは
　「西江水」につきると解される．
　また迎回流では「剣失当」といっているが，これも西江水と同義のようである．即ち，無念の境
をうだったものである．
　新当流の矢野左五右衛門は次の三首を口吟している．
　　うつ人も，打たるる人も打太刀も，心なとめぞ無念無心ぞ．
　　無念とて，なきと思うな唯一つ，有心の中になきと知るべし
　　敵と我二人と見るは愚かなり，―休一気へだてなければ．
　右の句から，剣道の極意は，無であり，空であるということが出来るか．この境地に到達せん
か，五尺の人間か宇宙の原理に合致するところ我欲を去り，奸策をすて，金権に届せず，不義に組
せず，わが命の何物かを悟りて始めて無となり，「空」となって，おのづから無碍自在となる．
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　　　　　　　　　◇　無　眼　流　の　極　意‘◇
　この流は三浦源右衛門政為の創始になっている．この流では業の粋を極といっている．
　即ち詐術，気術，射術の三つに区別し，陰陽常体を以って体とし，和合体動体を以て気とし，重
留重切無眼剣を以って剣詐とする．この気剣体の三体一致する境地に達した技能者をもって極意を
体得しものといっている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　太　　子　　流　◇
　この流では「円相」と称して東西南北の四武と中央を八宏に象徴し，これを円相に引きつけ，二
相大悟と名づけて，わか世智を捨てて，本智を発揮すれば勝利は疑いない，この流は水銀の土壌に
塗れず，凝り固まって，砕けても常に円休を失はぬように常に水銀体を保つことを無上としてい
る．水は方円に従うというが，水銀は如何にこれを細分するとも常に原休と同じ球状を保つ．この
ようにして剣道の如何なる変幻変化においても常に乱れるこ･となく球状を保てば勝利は間違いない
というのは，やはり柳生流の「西江水」と同義のようである．
　　　　　　　　　　　　　　　◇貫心流，直心流◇
　この流などにあっては，剣道の習熟の局は「至誠」となって自在となると述べている．至誠の反
対は邪心であって，まごころは直き心である．特に直心流では，兵法の根元は，仁義礼智の四徳に
もとづかなければ詐りであって，真の勝ちにはならない．己を捨てて「直心」をもって巡み，非心．
を断ち，自然の原理に合一するところ「誠」の一宇につきる．流祖，神谷伝心斎の悟りがこの流の
極意である．
　　　　　　　　　　　　　　◇忠孝真貫流の極意◇
　この流では平山行徳の心要になるが，それによると，剣道の要は敵を打つ念を驀進に敵の心へ貫
通することである．受けはづしたり，防禦したりすることは何の役にも立たず，唯々精一無二に餓
たる鷹の如く，疑惧の念を去り，突撃して始めて妙境自在を得るといい，静坐黙禅し，読書窮理で
工夫しても，それは一切空識である．突撃という体験を通してのみ真理を捉えることか出来るとい
う．実践から真理を握れと論ずる行蔵の理論は極意の解釈にはならないか，禅理その他の思考では
剣道の極意など，つかめぬと断ずるところに彼の卓見を見つけることか出来ようか．
　　　　　　　　　　　　　　◇幕末剣道の傾向性◇
　幕末に至って剣道か学問と結びその発展に役立ったと思われるのは，仏教や儒教などの力を借り
ることによって，人間を教育し世の中に役に立つ剣道としようとする傾向力iうかがわれる．それは
維新の大業にそうした大人物が必要であるからでなく.必然的な成長の過程として，剣道が個人的
修業のためにとかく身の安全をはかる技であるとかを超越して，社会国家的に有為な人材を養成す
ることによって本当の憲味において剣道の社会性に変化をもたらしたと考えられる．即ち右文左武
の剣客が続出している．日く波辺昇（無念流），鈴木春山（北辰一刀流），藤田東湖（無念流）高杉
晋作，桂小五郎などが，その例である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　直　心　影　流　◇
男谷精一郎は直心影流の祖であって，幕末剣士の代表的な存在である．小野越前守は「男谷は天
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
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下の剣’客である」と一欺したそうであlる．「克己」の二字は彼の塾生の座右の銘で,ある;∵.･l’.41ご･ヽ玉:･Ｊ
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　　彼は常に諸葛武候の肖像画をかかげ，そ偉誠生を欣暮し,.ﾌﾞ鰻今ｊし明のぐ々.きこ幸万世不哲の人
傑であると敬服し，私は彼等の英智を慕うのでなく，･,その「誠忠を尊ぶの,だといひ，.忠孝信義は大
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道であ･り，恭謙はこれを外にして人道はないと論,じた．彼の論は幕末尊王の思想の啓発の上に重大
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な思想上の影響を与えたことは事実である．明治以後においても，剣道が自己修養と国家観念の育
成の上に資することの多かったと考えるとき，蓋し男谷の剣の精神力t生きていたのでなかろうかと
　　　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　　ゝ　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　■-■･●　　　　　　Ｆ・
思われる.　iｒ　　　　　　　　，●，　　　　　’･ｙ　　　／　　　　　　　　　●･　　　　　　　　　　　ミ
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　　　堪笑六十七年夢．　戯楽一場悲欺空　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．,こ
　　　安命何憂生亦死．　喬松明月有清風．　　　　　　　・
　　　うけゑたる心のかかみ頷きよく･，けふ大空にかへるうれしさ．　　　　　　　　‥
　　この句は，剣聖男谷精一郎の人物をほ,う沸するに十分である．　　・　一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　’Ｉ‥‥‥◇　無’刀　流　の　極　意．◇　．　ト．
　無刀流の開祖は山岡鉄太郎（鉄舟と号す）である．鉄舟は，.幕末から明,治に･かけての近代におけ
る最後の剣聖といわれる．この流は禅剣一致から考案されたもので，小野派一刀流を本流として，
その「流」の無刀を強調したものである．つまり万刀一刀に帰することで,･，刀しか他に刀は無
い．無刀である．流すは，すたるの意味で，たとへば．瓦右は門を敲く.に用いたなら，開門の後は
瓦右はすでに無用となる道理で，あえて室内にそれを持ち･込む必要はないと同様に，剣道も打つべ
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きを打てば，その瞬間に棄て去るべきで，いつまでも執心する.ことは物の雁に立つべくもなく，却
　　　　　　　　　　　　　　　ａ　　　　　　●　　　　　　　　　　　●●　●¶-●つて物に捉われ不自由になる．万物太極の一より始まり一刀,よ,り万化して，一刀におさまる．これ．
がすたるの至極であるというのは鉄舟の業の上から来た精神のおきどころを示すものでi無刀流の
極意か，それは形や技に拘泥せずして，禅機によって，心襄極致に悟入さるべしと説かれてある．
　　諭心総是惑二心中－．凝二滞輸罠一還失．工
　　要．識剣家精妙処．電光影裏斬二春風_　　　　　　　　　　ご
　,この句は明治13年３月30日の作で，彼の心境（悟.道）を語るものとして有名であるが，露影淡如
として消え去るを惜まず，たんたんたる剣聖山岡居士の姿に，無刀流の極意がしのばれる．
　　　　　　　　　　　　　　●‥◇北辰－,刀流では◇
　この流は一刀流の八段伝法を，三段ｲ云法に改めることによっ七，干葉周作がものじた流である．
　三段伝法というのは，初目録の位，中目録免許の位，大目録皆伝の位の三つに区別し，三つの
声，三つの挫き，守破離など，それぞれ三つの段にまとめてある．業の上達と併行して必要の段階
をまとめたもの，究極するところは，無念無想め境地に到ることをも･つて極地としているのは一刀
流と同じである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　お　わ　り　に　◇
　以下幾多の流儀の技術上ま,たは精神上の面から考察してみると結局，剣道の極意ないしは奥妙な
ものには相通ずるものかあるように思われる，剣道の極致それは剣客，剣聖それ自身の修業から来
る人間像にうかがわれるように思う．剣道そのものズバリを語るのでなくして，剣道を行ずる過程
において，その人間の心境のあり方で，どんな夙に変化し，どんな風に成長し，目標や希望をどこ
におくかそれによって，安心立命するかによって決められるもので･ある．要するに剣道そのものは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
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相手をたおす業の様法である･が，勝敗の射は，刀の,朧法=のみでtなく，ぞの刀を使う人絹そ,のものの
心のおきどころにあるという,のは全般的に共通した点である．
　例えば，･技術面かヽらいえること唸，天地･自然の原理，怯別.に合翫し，調和する,ことに尽念るよ･う
であ･り，精神面からすれば／「西江水」‘「’空」意識の教えで･あり，人陽の道義の体得であ･るパ即ち．
･自我の統一を如何にIしてはかるかがそめ方法の問題点であ,る．
　更に換言すれば，技術上の極意は，天地自然の法財に調和す.る.ことそのた･め;に･は，多年に亘,る練
磨に，また試合経験を通して，はじめて身につく極意か得られるのである．精神上の極意はい.わ,ゆ
る無我無慾，空の真耶意識になり切ること，馬上人なく鞍下馬･なし，善かなる･こ.と鏡面池水，あら
ゆる邪念を払拭して敵もなく我もなき境地に，わが心が瀞坐する･ところ，如何な･る変化も変りな
く，徐ろに処置出来るのである八常,に平常心’になりきることか出来れば極憲を剣の道から学びとっ
たといえる．剣道は対人技であるので，没我の境地にねヽり善い／しかｸしそ･の反面強:い意志の力,と長
い修業が要求されよう．そこで一生涯をかけても，なおそこに達し得ずはつるものが多い.80才に
してなお剣道を行ずるもののあることは，年令;的にみて.他のスポーツでは聞かない技である．剣
道が単に勝敗を争う競技なら，体力の消耗とともにその道から去ることになる．剣道が単にスポー
ツではな･いどいう反論の根拠もこのあたりにあるのではな･い･かと思う．
　更に剣道は，人間の道義の体得が，極憲そのものだという／即ち臭の極意は「至誠」そ･のもので
あり，仁愛入谷の実践の出来る精魂を修めてはじめて，極憲をきわめたも･のだという．人を殺すで
なく，人を生かす道，換言すれば，天下国家に奉仕する「誠」の心を顕舅し得るも･のこそ，極意修
得者である．これは･剣道のもつ大理想であ’り，悲願でもjある．
　戦時中，剣道は皇一国‘の道の実践と直結するものと考え，または訓え･られ，忠孝仁愛を剣谷の真髄
だと強調せられた．しかIしそれは，あまり犯も飛躍し過ぎた抽象論に堕したも･のではないか．葉蔭
れ叢当に，武士道とは，死ぬることと見つけたりなどといい，武士は剣をい･のちとjし，そ･の剣を振
って，武士道を実践し，大君の辺にこそ死なめかぺり見はせずという愚気をついて，軍刀をふ･りか
ざし，敵陣に突入して爆死した剣道人が幾人かおる．報道機関によ句天晴れな腕前かなと讃えられ
たことは，すぐ先年のことだ．
　剣道の大理想は人と相和し，他人を尊敬し仁愛の惜を広く公にすることであって，尊い命を犠牲
にして公に奉ずることではない．
　要するに剣道の極意は，技術の精粋を身につけ辰終段階につらなる．最終段階は．精神のおきど
ころに通じる平常心から，無我無念｀に悟りに広く宇宙の真理と一体となることである．
　その道や遠し，極意をつかんだと思う瞬間に更に遠くへ去って行く，人生や遠し，剣の道も，そ
れにつらなる．
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